


2

1

SEQ ASSIGNボタンでSEQUENCER 1をVCO 1にアサイン
し、SEQUNCER 2をVCO 2にアサインします。

SEQ OCTとQUANTIZEボタンでシー
ケンサーのオクターブ・レンジと
クォンタイズを設定します。 4

3
POLYRHYTHMセクションでは、RHYTHM 1をSEQUENCER 
1に、RHYTHM 2をSEQUENCER 2にアサインし、両方の
RHYHTMノブでスピードを調節します。

NOTE: RHYTHM 3と4をシーケン
スに追加してリズムのバリエー
ションを増やすこともできます。

5

PLAYボタンを押してシー
ケンスを再生し、必要に応
じて調整をします。

NEXTとTRIGGERボタンで各シーケンサーのステップを調
節して欲しいピッチにします。TRIGGERボタンを押すと選
択したノートを聴くことができます。

3

2

SEQ PITCH MODをVCO 1&2にセットします。ステップ1の
PITCHノブを欲しい音程に調整し、そのステップの
VELOCITYノブで欲しい音量に調節します。

4
RUN/STOPボタンを押して作成したシーケンスを聴いてみ
ましょう。

ADVANCEボタンで次のステップに進み、PITCHと
VELOCITYノブを調節し、また次のステップに進むという
操作をステップ8まで繰り返します。

N
O
TE シーケンサーが演奏中でもピッチとベロシティの調整が

できます。

STEP 1

1
ADVANCEボタンでシーケンサーをステップ1にセットし
ます。TRIGGERボタンを押すと、選択したステップをオー
ディションできます。

他にも色々実験してみましょう。例えば、オクターブ・
レンジやクォンタイズの設定を変えてみたり、リズムの
コンビネーションやシーケンサーのアサイン設定を調整
して、より好みのシーケンスを作ってください。

LESSON 2 DFAMのシーケンス作成方法

LESSON 1 SUBHARMONICONのシーケンス作成方法



DFAMをSubharoniconに同期させるには、Subharmoniconの
CLOCKアウトからDFAMのADV/CLOCKインにパッチします。

SUBHARMONICON DFAM

SubharmoniconをDFAMに同期させるには、DFAMの
TRIGGERアウトからSubharmoniconのCLOCKインにパッチ
します。

LESSON 4 DFAMをマスター・クロックにしてテンポ同期をする

LESSON 3 SUBHARMONICONをマスター・クロックにしてテンポ同期をする

SUBHARMONICONDFAM

2

DFAMのRUN/STOPボタンを押して、
シーケンサーを再生の待機状態にしま
す。SubharmoniconのPLAYボタンを押
すと2台の同期演奏がスタートします。

2

SubharmoniconのPLAYボタンを押して
シーケンサーを再生の待機状態にしま
す。DFAMのRUN/STOPボタンを押す
と、2台の同期演奏がスタートします。

1
ADVANCEボタンでDFAMのシーケンサーをステップ8に
セットします。

STEP 8

1
ADVANCEボタンでDFAMのシーケンサーをステップ8に
セットします。

STEP 8



NOTE: デフォルト設定では、SEQ 1とSEQ 2アウトから出力されるCVは、本体のクォンタイズ設定
に従って出力されます。この動作は、LEDが点滅するまでQUANTIZEボタンを長押しすることで変
更でき、LEDが点滅するとSEQ 1とＳＥＱ 2アウトからは、本体のクォンタイズ設定に関係なく、
クォンタイズがかかっていないCVを出力します。

西洋音楽の基本となる、クロマティック（半音階：12ステップ）スケールを平均律
（Equal Temperament）で演奏します。

ダイアトニック（8ステップ）スケールを平均律で演奏します。

クロマティック（12ステップ）スケールを純正律（Just Intonation）*で演奏します。

ダイアトニック（8ステップ）スケールを純正率*で演奏します。

*チューニング・システムの詳細につきましては、Subharmoniconのマニュアル17ページをご覧ください。

この機能は、シーケンサーの各STEPノブのオクターブ・レンジを設定する機能です。
レンジには3種類の設定があり、SEQ OCTボタンを押すたびに設定が切り替わり、LED
の点灯位置が変わります。

各ステップのVCO FREQノブの値から上下に5オクターブのレンジになります。

各ステップのVCO FREQノブの値から上下に2オクターブのレンジになります。

各ステップのVCO FREQノブの値から上下に1オクターブのレンジになります。

LESSON 6 SUBHARMONICONのSEQ OCT機能

LESSON 5 SUBHARMONICONのクォンタイズ機能

ピッチ・クォンタイズ機能は、オシレーターのピッチをコントロールするCV（コント
ロール電圧）に制限をかけて、特定のスケールに沿ったピッチで演奏させる機能で
す。Subharmoniconには4つのクォンタイズ設定があり、QUANTIZEボタンでその設定を
切り替えます。ボタンを押すとLEDの点灯位置が変わり、クォンタイズの設定が切り替
わります。すべてのLEDが消灯しているときは、クォンタイズの設定を選択していない
状態となり、クォンタイズ機能がオフになります。

NOTE: デフォルト設定では、SEQ 1とSEQ 2アウトからは本体で設定したオクターブ・レンジ
設定に従ったCVを出力します。この動作は、LEDが点滅するまでSEQ OCTボタンを長押しす
ることで変更でき、LEDが点滅するとSEQ 1とＳＥＱ 2アウトからは、本体のオクターブ・レ
ンジ設定に関係なく、±5オクターブ・レンジのCVを出力します。なお、LEDの点滅が停止
するまでSEQ OCTボタンを長押しすると、デフォルト設定に戻ります。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

ジャンピングオフ・ポイント
このパッチは、DFAMとSubharmoniconを組み合わせて使うときの出発点となるパッチです。

付属のシンセサイザー・ダイス・ゲームをするときは、このパッチをご使用ください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・DFAMのRUN/STOPボタンを押してから、SubharmoniconのPLAYボタンを押します。
・DFAMの1→2 FM AMOUNTノブでバスドラムのクリック感を調節できます。
・SubharmoniconのRHYTHM 3とRHYTHM 4で、シーケンスのリズムにさらに変化を付けることができます。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・SubharmoniconのPLAYボタンを押してから、DFAMのRUN/STOPボタンを押します。
・SubharmoniconのSEQ OCTボタンを、±2のLEDが点滅するまで長押しします。
・DFAMのPITCH SEQUENCERでスネアの音色や、スネアが他のステップでも発音する量をコントロールします。
・DFAMのVELOCITY SEQUENCERでDFAMのノート・ベロシティとSubharmoniconのフィルター・カットオフの両方をコント
ロールします。

PRESS
AND HOLD



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・SubharmoniconのPLAYボタンを押してから、DFAMのRUN/STOPボタンを押します。
・DFAMのPITCH SEQUENCERでＤＦＡＭのフィルター・カットオフをコントロールします。
・DFAMのVCFとVCAエンベロープの設定が、Subharmoniconの音にも影響します。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・SubharmoniconのPLAYボタンを押してから、DFAMのRUN/STOPボタンを押します。
・SubharmoniconのRHYTHMノブでパターンが変化します。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・SubharmoniconのPLAYボタンを押してから、DFAMのRUN/STOPボタンを押します。
・DFAMのPITCH SEQUENCERでリズムの音程バリエーションを調節できます。
・SubharmoniconのCUTOFFノブを回すとアシッド的な音色変化が起きます。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・SubharmoniconのPLAYボタンを押してから、DFAMのRUN/STOPボタンを押します。
・SubharmoniconのSEQ OCTボタンを、±2 LEDが点滅するまで長押しします。
・DFAMのVCA DECAYノブの設定で、パッチ全体の雰囲気が大きく変わります。

PRESS
AND HOLD



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・SubharmoniconのPLAYボタンを押してから、DFAMのRUN/STOPボタンを押します。
・SubharmoniconのSEQ OCTボタンを、±2 LEDが点滅するまで長押しします。
・DFAMのVELOCITY SEQUENCERでリズムのバリエーションが面白く変化します。
・SubharmoniconのSEQUENCER 1でDFAMのフィルタリングをコントロールします。

PRESS
AND HOLD



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・SubharmoniconのPLAYボタンを押してから、DFAMのRUN/STOPボタンを押します。
・2台のシーケンサーが互いのサウンドに影響し合います。シーケンスを調節して2台の音の変化などを色々に実験してみてくだ
さい。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・SubharmoniconのPLAYボタンを押してから、DFAMのRUN/STOPボタンを押します。
・DFAMのVCF EG AMTノブで2台のフィルターをコントロールします。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・SubharmoniconのPLAYボタンを押してから、DFAMのRUN/STOPボタンを押します。
・DFAMのVELOCITY SEQUENCERノブで2台のリズムが変化します。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・DFAMのRUN/STOPボタンを押してから、SubharmoniconのPLAYボタンを押します。
・DFAMのPITCH SEQUENCERとSubharmoniconのSEQUENCER 2で面白いフィルター変化をします。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・SubharmoniconのPLAYボタンを押してから、DFAMのRUN/STOPボタンを押します。
・2台のVCAエンベロープが互いの音色に影響し合います。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・SubharmoniconのPLAYボタンを押してから、DFAMのRUN/STOPボタンを押します。
・DFAMのシーケンサーでパッチ全体をコントロールします。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・DFAMのVCO 1 FREQUENCYとVCO 2 FREQUENCYノブを同じセッティングにしてユニゾンにします。
・Subharmoniconの各オシレーターのピッチをDFAMのオシレーターの完全5度上（または好みのピッチ・インターバル）に
調整します。
・Subharmoniconのサブオシレーターのピッチを、2台を合計して4ボイスのコードに聴こえるように調整します。
・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・DFAMのRUN/STOPボタンを押してから、SubharmoniconのPLAYボタンを押します。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

PRESS
AND HOLD

・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・SubharmoniconのPLAYボタンを押してから、DFAMのRUN/STOPボタンを押します。
・SubharmoniconのSEQ OCTボタンを、±2 LEDが点滅するまで長押しします。
・SubharmoniconのSEQUENCER 1か2でDFAMの音色が変化します。



すべてのノブ、スイッチ、パッチを下図のとおりにセットしてください。

・DFAMのVCO 1 FREQUENCYとVCO 2 FREQUENCYノブを同じセッティングにしてユニゾンにします。
・Subharmoniconの各オシレーターのピッチを、お好みのインターバルに調整します。
・Subharmoniconの各サブオシレーターのピッチを、2台の音程に調和したお好みのインターバルに調整します。
・上図のシーケンスをそのまま使用するか、Subharmoniconで新たなシーケンスを作成してください（Lesson 1参照）。
・DFAMのADVANCEボタンでシーケンサーをステップ8にセットします。
・DFAMのRUN/STOPボタンを押してから、SubharmoniconのPLAYボタンを押します。



TIPS & TRICKS DFAMの拍子やパターンの長さを変化させる

1

3

2
SEQ 1アウトからRHYTHM 2インにパッチし、SEQ 2アウ
トからRHYTHM 1インにパッチします。

SEQ 1とSEQ 2を演奏させながらピッチの設定を色々に変
えて、互いに変化させ合うようすを聴いてみましょう。

DFAMのVELOCITYアウトからSubharmoniconのRHYTHMイン（1～4）にパッチすると、さらに複雑なリズム・バリ
エーションになります。

1
最初にDFAMのSEQ PITCH MODをOFFにセットします。
次に、RUN/STOPボタンを押してシーケンスをスタートさせます。シーケンサー・セクションのVELOCITYノブをすべて最大にして、
すべてのステップの音が聴こえるようにしてから、PITCHノブをすべて最低にします。

TIPS & TRICKS SUBHARMONICONのリズムをモジュレーションで変化させる

2
次に、DFAMのPITCHアウトからTEMPOインにパッチします。
この時、テンポがかなり遅くなりますので、TEMPOノブで好みのテンポに再調整してください。

ステップのPITCHノブを最大に上げると、そのステップがスキップされま
す。この動作を利用して、奇数ステップのシーケンスにしたり、面白いス
ウィング・パターンにしたり、拍子に変化を付けることができます。DF
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RHYTHM 1をSEQ 1
に、RHYTHM 2を
SEQ 2にアサインし
ます。2つの
RHYTHMノブはセ
ンター位置に合わ
せます。

VCF EGやVCA EGなど別々のCVを使って、リズム
の変化を聴いてみましょう。

NOTE:

SEQ OCTの設定が±1や±2の
ときは、LEDが点滅するまで
SEQ OCTボタンを長押ししま
す。これにより、SEQ 1とSEQ 
2アウトから出力されるCVの
オクターブ・レンジが±5オク
ターブになり、RHYTHMノブ
をフルレンジでコントロール
できるようになります。



1 DFAMの各VCOのチューニングをユニゾン（同じピッチ）にします。
次に、Subharmoniconの各VCOのピッチを、DFAMのピッチと調和するインターバルに調整します。

TIPS & TRICKS DFAMとSUBHARMONICONでハーモニーを作る

2 Subharmoniconの2つのサブオシレーターのピッチを、上記で設定したピッチに調和するインターバルに調整します。

3
SubharmoniconのSEQ 1アウトからDFAMのVCO 1インにパッチし、SubharmoniconのSEQ 2アウトからDFAMのVCO 2インにパッ
チします。次に、SubharmoniconのTRIGGERアウトからDFAMのTRIGGERインにパッチします。
これで、Subharmoniconの両方のシーケンサーで2つのVCOと2つのサブオシレーターをコントロールし、より複雑なハーモニー
になります。
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SUBHARMONICON DFAM SUBHARMONICON DFAM SUBHARMONICON DFAM

DFAM DFAM SUBHARMONICON

DFAMのPITCHアウトからDFAMのVCF MODインにパッチし、DFAMのVELOCITYアウトからSubharmoniconのCUTOFFインに
パッチすると、ハーモニーの音のフィルタリングをコントロールできます。
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